
チシマザクラは北海道内でも広く見られる種ですが、利尻山
南斜面の自生地は「比較的大きい群落のまとまり」として天
然記念物指定となりました。ダケカンバ・ナナカマドなどの林
縁部に見られますが、一部の株はチシマザサ群落の中にも点
在します。匍匐（ほふく）する低い樹形により、山の斜面の雪
にも負けず多くの枝を伸ばし、春には白〜ピンク色の花を咲
かせます。別種ミヤマザクラもわずかながら同所的に分布し
ますが、花期が若干ずれます。 

構造・仕様等 チシマザクラ(学名：Cerasus  nipponica  var. kurilensis) 
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自生地のチシマザクラ開花状況 特別保護地区および国有林内のため入林届のほか、林道状況の確認
も必要。

利尻町（2000）．佐藤・塚田ほか（1995）．

29.68ヘクタール

北海道指定文化財（天然記念物・昭和43年12月18日）

利尻町

利尻山南斜面標高650m付近

写真
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利尻島のチシマザクラ自生地 利尻町仙法志


